
 
「酔夢芝居舞(すいむしばいまい) クヮラクヮラ ～牧志下町・屋台村～」 

コンダクト株式会社 ＋ 沖縄県立芸術大学 ＋ 琉球大学 
 
概要： 
国際通りの牧志周辺には、1950 年代から 1960 年代にかけて映画館・劇場が１８

館もありました。「国際通り」「平和通り」「沖映通り」の名前も劇場名が由来。娯楽
の形は変われど、現在も牧志には多様な魅力があります。 
来月 4 月 25 日新たに、平和通りと希望ヶ丘公園に面した「飲食街」が誕生しま

す。かつての歴史文化に想いを馳せ、沖縄県立芸術大学の学生が主になって、壁画・
レリーフ・シーサー・ロゴサイン・案内板など各種のアート・デザインで商業空間
を彩ります。また、琉球大学のゼロエネルギーハウス(ZEH)実証実験棟で得られた
研究ノウハウを使って、カーボンニュートラルに配慮した建材・工法を用いて建築
を行います。 

 
場所： 

 



 
それぞれの役割： 
琉球大学：沖縄の気候風土と環境に配慮した建築に対する助言・指導・ノウハウの
提供。琉球大学のゼロエネルギーハウス(ZEH)実証実験棟で得られた研究成果を活
かしノウハウの提供を行った。 
沖縄県立芸術大学：絵画・彫刻・工芸・デザイン・芸術学の美術学部の専攻が協力
して、内外装の装飾に関わり、オープニングには音楽学部の学生による演奏を予
定。 
コンダクト株式会社(和田克之代表取締役)：屋台村建築プロジェクトの企画・運営・
建築主。福岡県など九州各地で不動産開発を手がけ、地域のもつ問題や課題を、そ
の地域の学術機関と連携して解決し、そこに住んでいる方々と共に発展していくと
いう企業理念を持っている。 
建築予定地である牧志希望ヶ丘公園裏は、国際通り近くの好立地ながら歴史的な背
景もありこれまで開発が進まない課題のある地域だが、琉球大と県立芸大と連携し
て屋台村を建築し、それが地域コミュニティに不可欠な資産となり、多くの人々の
笑顔と利益をもたらすことを目指している。 
 
今回の屋台村建築に関しては、沖縄県立芸術大学の学生が主となり、壁面、レリ

ーフ、シーサー、ロゴデザイン、案内板などアートデザインを担当。また、琉球大学
の研究成果を活かし、カーボンニュートラルに配慮した建材や広報を用いて建築す
るなど、産学連携で取り組むことが特徴。 
 
参考：牧志屋台村は 17 の飲食店が入居し、イベントステージを併設した飲食街とな
る。総事業費は約３億５千万円。敷地面積は４９６平方メートル、木造平屋で、建
築面積は２８１平方メートル。牧志屋台村は公衆トイレを備え、営業時間は深夜０
時までにする予定。 
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上棟式(2024 年 1 月 31日)： 

 
 
 


